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本日のご紹介内容

１ 岡崎市のまちづくり
⑴ 乙川リバーフロントエリア

⑵ まちづくりの現在値

２ 岡崎市のスマートシティ
⑴ まちなかウォーカブル×高い自動車依存度

⑵ 取組事例ご紹介①～③

３ 今後の方向性

⑴ ２つの方向性

⑵ R4補正 スマートシティプロジェクト

⑶ R5以降の事業アイディア
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【支援制度を積極的に活用】【乙川リバーフロントエリア】

岡崎市の中心部で、徳川家康公生誕の岡崎城を
含む157haのエリア

およそ800年にわたり広域で中心的な役割を
担ってきたSDGｓ体現エリア
長い歴史を支えてきたのは、時代の節目で役
割を変化させる柔軟性
現代では都市再生への取組みを進めつつ、
Society5.0実現への牽引役として新たな時代の
役割を構築しつつある。

H30.3.30
地方再生モデル都市

R3.3.31
新しいまちづくりの
モデル都市

https://www.mlit.go.j
p/report/press/toshi0
8_hh_000056.html

https://www.mlit.go.jp/
toshi/city/sigaiti/toshi_
urbanmainte_tk_00005
6.html

１ 岡崎市のまちづくり
⑴ 乙川リバーフロントエリア
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民間投資誘導期公共空間活用推進期公共空間整備期

１ 岡崎市のまちづくり
⑵ まちづくりの現在値
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【都市再生】

【まちなかウォーカブル】

安全快適

環境

防災

健康交通

商業

【スマートシティ】
ウォーカブル諸課題を解決する

スマート技術

観光

人流創出 民間投資

公共空間
整備

公共空間
活用

好循環

まちなか
人流波及

H30 以前 R1 R2 R3 R4

ス
マ
ー
ト
技
術

デ
ー
タ
活
用

サイクル
シェア

群衆事故
防止

密の予防
回避

人流カメラ
設置

駐車場
満空情報

脱炭素×
スマートモビリティ

観光需要
推計

回遊離脱
箇所特定

スタートアップ
企業連携

リアルタイム
混雑情報発信

広域アプリ連携
データ地域活用

大学連携

コンテンツ
ツーリズム分析

グリーンインフラ
検討

次世代
ﾊﾟｰｿﾅﾙﾓﾋﾞﾘﾃｨ

サイクルシェア経営改善

プロジェクションマッピング

２ 岡崎市のスマートシティ
⑴ まちなかウォーカブル × 高い自動車依存度
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２ 岡崎市のスマートシティ
⑵ 取組事例ご紹介① 密の予防・回避

【解消策】

プロジェクションマッピング主催者へ会場の混雑情報を共有し
コンテンツ再生周期を調整して密を解消

会場混雑推移データで供給サービスを変化させ、同じく会場の混雑推移データで
来街者の行動変容・効果を確認

データ取得：３D-LiDARを２会場に計４台設置

【予防策】

来街者へ離れた会場の混雑情報を共有し
自主的な密回避を促進

Webサイト サイネージ

Webサイトアクセス件数とサイネージ付属カメラで閲覧状況
を、会場混雑推移データで効果を確認

点群・軌跡をﾘｱﾙﾀｲﾑ表示
混雑度自動判定
アイコン表示

リアルタイム情報共有で密を回避

平時の再生周期

密発生時の再生周期

ﾒｲﾝ ｻﾌﾞ ﾒｲﾝ ｻﾌﾞ

ﾒｲﾝ ﾒｲﾝ ﾒｲﾝ ﾒｲﾝ

密発生

ｺﾝﾃﾝﾂ再生
周期調整
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２ 岡崎市のスマートシティ
⑵ 取組事例ご紹介② リアルタイム混雑情報発信

デジタル田園都市
国家構想交付金で実装
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２ 岡崎市のスマートシティ
⑵ 取組事例ご紹介③ まちなか人流分析カメラ21台の活用

＜緊急事態宣言 市民協力状況確認＞ ＜回遊離脱箇所 特定・対策検討＞

＜花火大会警備計画＞ ＜大学連携（ｺﾝﾃﾝﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ）＞

左図は、人流分析ｶﾒﾗ
ﾃﾞｰﾀから作成した第
26回岡崎市危機管
理対策本部会議の資
料

曜日・時間別、協力
的な性年代層も把握

携帯ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀで回
遊離脱箇所を推定、
人流ｶﾒﾗで特定し性年
代の傾向を把握

性年代に合わせた回
遊離脱の防止対策で
効果を測定

人流ｶﾒﾗﾃﾞｰﾀと3D-
LiDARﾃﾞｰﾀを組合せ、
警備計画検討に活用

滞留箇所と駅の混雑
相関分析で人流集中
回避

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部を有す
る横浜市大、名古屋
市大（予定）と連携

人流ｶﾒﾗﾃﾞｰﾀを活用し
たｺﾝﾃﾝﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ分析を
2月に実施

＜まちづくり主体・商店利用＞

公共空間イベントまちなか波及・出店者仕入改善
商店新商品開発・入店率向上策
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３ 今後の取組み
⑴ ２つの方向性

【都市密度の適正化】

例）「賑わい増加」と「渋滞緩和」の両立

そのほか居住・店舗・イベント頻度・町内会活動など
都市経営関連の密度適正化にチャレンジ

【東岡崎駅周辺整備との相乗効果】

スマート化で工事期間中・完了後も高付加価値化

橋上駅 2023年度～2028年度
新駅ビル 2027年度～2029年度

【本市スマートシティの特徴】

・健全な都市の発展を志向 ・ウォーカブルを支えるスマート
・まちづくり進捗と連動 ・地道なデータ活用
・事業の継続性
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３ 今後の取組み
⑵ R4補正 スマートシティプロジェクト

今後の東岡崎駅
周辺地区整備で
活用・実装

今後の東岡崎駅整備や公共空間の更なる利用活発化に向けて、多機能カメラセンサーの導入による柔軟な
データ取得手法を構築し、各事業者と連携したデータ分析及び活用により乙川リバーフロント地区の更なる活性
化を図る。

実証事業の内容

多機能カメラセンサー導入

多機能カメラセンサーの導入により、駅周辺整備期間中やカメラ常設不可の公共空間（河川）にて、柔軟にデー
タを取得し、既存固定カメラデータ等と合わせエリアでデータ活用を検討

人流カメラ P満空

〇賑わい増加と渋滞緩和の両立にむけたデータ活用実証
・河川空間利用の情報発信等マネジメント実証
・駅工事中も公共交通分担率を高める方策検討

駅隣接河川空間

東岡崎駅交通広場

〇現場混雑状況を勘案した「駅広場マル
チ利用」や「サイネージマルチ利用」にむけ
た機能検討

人流および車流データの同時取得 可動式カメラの活用
既存機器取得データ

駅近傍河川空間

多機能カメラセンサーによるデータ利活用実証事業
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マルチモビリティシティへの挑戦

都合に合わせ
自由に選べる
選択支援型の
脱炭素な未来

３ 今後の取組み
⑶ R5以降の事業アイディア

駅交通広場のマルチ利用 スマート機器(ｻｲﾈｰｼﾞ)のマルチ利用

東岡崎駅整備 ＋ 多機能カメラセンサー実証 に伴って
スマート化で工事中・完成後も高付加価値化

＜空車時＞
タクシープール

＜混雑時＞
一般車乗降場

多機能カメラ取得の
リアルタイム混雑情報

＜混雑時＞

円滑誘導機能

・混雑通路情報
・推奨通路情報

＜平常時＞

回遊促進機能

・性年代別情報
・推奨店舗情報

＜災害時＞

避難支援機能

・帰宅困難支援
・帰宅支援

蓄電機能付加

多機能カメラ取得の
リアルタイム混雑情報

サイクルシェア

データ活用で
独立採算達成

観光船

既存民間事業
独立採算達成

パーソナルモビリティ

実証稼働率64％
R5実装予定

EVシェア

公用車導入予定
兼来街者シェア

自動運転EVバス

モ
ビ
リ
テ
ィ
選
択
支
援
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